
平成３０年度 美里町社会福祉協議会 事業計画 

 

第１ 活動計画 

 少子・高齢化の進行、核家族化の問題は高齢者世帯や高齢者単身世帯、一人親世帯や

稼働年齢層の単身化の問題に変容、地域のつながりが希薄化する社会において、福祉や

生活に対するさまざまな課題が深刻化する中、家族の絆、地域住民の支え合い、交流の

大切さが改めて重要視されています。  

その一方で、毎年のように発生する大規模な自然災害においても、地域住民の支え合

いの重要性が特に注目され、災害時の対応や地域の見守り活動、ボランティアの活動な

どにも大きな期待が寄せられています。 

美里町社会福祉協議会では、社会福祉法人制度改革が進められる中、これまで以

上に多くの地域住民の皆様に参加・協力していただけるよう、分かりやすい情報発

信に努めてまいります。そして、社会福祉法に「地域福祉の推進を図ることを目的」

と位置付けられた社会福祉協議会として、広く地域住民や社会福祉関係者、行政に

支えられた『公共性』と、民間組織としての『自主性』という２つの側面を併せ持

つ組織力を活かし、区長、民生委員・児童委員、ボランティアや専門機関等と協働し、

地域住民のニーズを的確に捉えて各種事業を推進します。 

 

■重点目標 

 １ 地域住民の理解と参加による組織の基盤強化の推進 

 ２ ボランティアの推進と活動者育成 

 ３ 総合相談・生活支援活動の強化 

 

 

第２ 事業計画 

 １．会務の運営 

   ・理事会、評議員会、監事会、評議員選任･解任委員会の開催 

 

 ２．社会福祉協議会の基盤強化の推進及び福祉活動計画の策定 

   ・社会福祉協議会の基盤の充実強化を図る 

   ・行政で策定する「地域福祉計画」と連携した「地域福祉活動計画」策定を検討 

 

 ３．在宅福祉サービスの推進 

   ・町が実施する介護予防事業の送迎を実施 

   ・介護用ベッド、車いすの貸出 

 



 ４．高齢者福祉事業 

   ・配食サービス事業（月 2 回 対象者：65 歳以上の一人暮らし高齢者） 

   ・会食サービス事業（年 1 回 対象者：70 歳以上の一人暮らし高齢者） 

   ・高齢者いきいき対策（サロン）事業への支援 

     地域の集会所等を利用して、高齢者が気軽に集える居場所づくりを行うこ 

     とにより、社会的孤独感の解消を図ることを目的とする。社協では、自主運 

     営支援としてボランティア派遣の調整やレクリエーションの貸出等を行う 

 

 ５．相談事業 

   ・心配ごと相談所の開設（毎月第 3 金曜日） 

   ・臨床心理士による「こころの相談」 

 

 ６．共同募金事業 

   ・赤い羽根共同募金、地域歳末たすけあい募金運動の推進 

  

 ７．日本赤十字社事業 

   ・赤十字社資募集運動の推進 

 

 ８．福祉サービス利用援助事業（あんしんサポートねっと）の推進 

   ・認知症の高齢者や知的障害・精神障害者等で日常生活に不安があるかたの相 

談・援助の実施 

 

 ９．ひとり親家庭ふれあい事業 

   ・ひとり親家庭等を対象に親と子のより一層のふれあいや参加者同士の交流する 

機会を提供することにより、福祉の増進を図るためのバスハイク事業 

 

 １０．ボランティア活動の推進 

   ・傾聴ボランティア養成講座等を開催し、ボランティア活動者の育成を図る。 

  ・高齢者の健康活動をサポートする人材（応援団）を養成するため、体操や健康 

   づくりの指導・実践の知識や技術を学ぶ「高齢者いきいき活動応援団研修会」 

   を実施する。 

・予 

 １１．福祉教育事業 

   ・社会福祉協力校の指定（町内４小中学校） 

   ・高校生ワークキャンプの実施（町内外の高校生を対象とした福祉の体験学習） 

   ・各小中学校の「総合的な学習の時間」等を活用した福祉教育講座、車いす体験、

高齢者疑似体験等の実施 



 

１２．共学支援プログラム事業 

  ・障害のある子もない子も共に地域で学ぶためのボランティアを育成、推進する

ために各講座等を開催（共催：児玉郡市内４社協・本庄特別支援学校） 

 

１３．児玉地域ボランティア連絡協議会活動 

  ・児玉郡市内のボランティア団体、福祉施設、行政、社協等で構成し、広域的な

ボランティア活動の推進 

 

１４．貸付事業 

  ・生活福祉資金（県事業）の貸付事業（低所得者等に対する生活援助資金の貸付

援助活動） 

  ・福祉資金の貸付事業（つなぎ資金貸付援助活動） 

 

１５．あんしんセーフティネット事業 

  ・社会福祉施設と社協が連携し、訪問による相談活動を行うとともに、逼迫した

状況の場合、食材の提供や公共料金の支払いなど、現物給付による経済的援助

を行う（10 万円を限度として現物給付）。 

      

１６．地域でお祝い「長寿の集い」事業 

  ・町で実施していた「敬老会」に替わる行政区主催の「長寿の集い」を受託し、

助成金の交付や祝い品の贈呈及び包括支援センターやボランティアとの調整

等を行い、地域福祉事業の展開を図る。 

 

１７．「福祉サポーター」の設置及び活動推進 

  ・見守りが必要なひとり暮らし高齢者や高齢者世帯を対象に、緩やかに見守りを

行うボランティアによる福祉サポーターを各行政区に設置の推進を図る。 

 

１８．婚活イベントの開催（共催：美里町、本庄市、神川町、上里町社協） 

  ・30 才代から 40 才代を中心とした独身の男女を対象に婚活パーティー等の実施

やその親を対象とする講演会を開催する。 

 

１９．救急法講習会（共催：日本赤十字社） 

  ・子供に起こりやすい事故の予防と応急手当や救命手当の知識と技術などを学ぶ

ための講習会を実施する。 

 

 



２０．民生委員・児童委員との連携強化 

  ・福祉相談の充実 

  ・自主活動への協力と連携 

 

２１．アスポート相談支援センターや行政との連携強化 

  ・生活困窮者自立支援制度による、生活にお困りの世帯等に対して関係機関との

情報共有や連携を密にし、各種相談支援の体制づくりを図る。 

 

２２．広報啓発活動 

  ・町広報誌により社協事業活動の啓発を行う 

  ・ホームページによる情報等周知の充実 

 

２３．その他各種福祉活動の推進 

  １）関係機関及び団体との連絡調整 

  ２）テント・車いす・高齢者疑似体験セット等の貸出 

  ３）各種福祉団体の育成援助 

   ・老人クラブ・身体障害者福祉会・遺族会など 

   ４）町主催行事への協力 

    ・戦没者追悼式（隔年） 

   ５）各種リサイクル活動等への協力 

    ・ペットボトルキャップ、使用済インクカートリッジ・切手、未使用ハガキ等 

６）各種強調月間及び週間行事に協力 

    ・日本赤十字社会員増強運動 

    ・児童福祉週間 

・社会を明るくする運動 

    ・老人福祉週間 

    ・身体障害者福祉週間 

    ・行政相談週間 

    ・人権擁護週間 他 
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